
計画3-3

視知党および認知の脳内横川の処理とモデ

ル化の研究 石井直宏､山内成一郎.太田幹也､山

口暢彦 (名古屋工大 ･知脚 河手艮システム)

大脳皮只の中で見られる局所回路の対称性と非

対称性に注目し､運動視覚における情報と対称性と

の関連をモデルを用いて検討した.このモデルの検

証と比較の過程で霊長類研究所でアカゲザルの第 1

次現先野および第5次視覚野から記録 したニューロ

ン活動のデータを用いた｡モデルに適用した視党刺

汲バターンはフーリエ運動と非フーリエ運動である.

非フーリエ運動では､非繰形的処理が必要となり､

非対称な神経回路の関与が予想できる｡2次.3次､

4次の非役形回路を検討した結果､2次と4次の非

対称回路では応答の関係式を解けることが分かった.

この研究の結果は､非対称性回路の方が処理能力の

補いことを示 している｡さらに､対称回路が非対称

回路と同じ処理能力を得るためには､記低の市大が

必要であることが示された｡

計画5･1
霊長照のプロセス ト遭伝子Pl17について

竹中晃子 (名古屋文理兜大 ･食物栄養 )

カニクイザルのヘモグロビンit伝子領域に挿入

されていたプロセス ト述伝子Pl17の本来の述伝子

を､LAPCR法によりヒトとカニクイザルで増峠 し､

サザンハイブリダイゼーションを行ったところ､

ヒトではZkb､カニクイザルでは3kbのバンドがPl

17遭伝子であった.塩基配列を決定 したところ､

アミノ酸の 10､68､86番目にイントロンが

挿入されてお り.4つのエクソンから成っている

ことが明らかになった.カニクイザルとヒトの本

来の遭伝子同では375塩基中5塩基が トランジショ

ン変異をしており､そのうち 1唱基正汝がValH

(H.fas)- uet8I(H.sap)の男親定換で､他は同義

置換であった.カニクイザルの本来の述伝子をプ

ロセス ト述伝子と比較するとヒトとの間の トラン

ジション変異とは異なる3つの トランジシ℡ン変

異で しかも同我遭汝であった.縫ってカニクイザ

ルのPl17遺伝子がプロセス ト退伝子として挿入さ

れたのはヒトと旧世界ザルが分化 した後､近年に

なってからであることが明らかとなった.このこ

とはプロセス ト辻伝子Pl17がマカタ尾サルのすべ

てに挿入されておらず､挿入邦皮が種により異な

るため､マカカ馬サルの種分化の過程で挿入され

たとの枯給と-放 した.

新世界ザルでは検討したすべての個体に挿入さ

れ､また堀基配列に欠失も存在するため､古くか

ら挿入されたと考えられるので､新世界ザルの本

来の退伝子Pl17との比較も今後行いたい.

-81-


